


第

一

章
　

創

始

以

来

の

概

要

創
始
以
来
の
京
焼
の
沿

革
或
は
名
工
伝
等
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
数
多
い
研
究
や
著
書

に
よ
っ

て
既

に
明
ら

か
に
さ
れ

て
お
り

、

こ
の
書
で
は
改
め
て
そ
れ
等
に
就
い

て

記
述
す
る
考
え

は
な
く
ノ
乂
専
門

家
の
充
分

な
研

究
以
上

に
吾

等
の
記
録

が
出
る
わ
け

が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
等
古
い
時
代
の
記
事
は
凡

て
割
愛
し

て
専
門
書
に
譲

る
こ
と
と
す

る
。

従
っ
て
こ
の
書

は
近
代
に
入
り
。
今

な
お
余
り

記
録
の
な
い
頃

か
ら
を
吉
永
残
し
て
将
来
の
参
考
と
し
、
乂
先
代
の

偉
業

や
時
代
の

変
遷
を
記
録
す

る
こ
と
が

使
命
で
あ

今
少

し
く
参
考
と
な
る
事
項
を
と
し

て
見

る
と
陂
古
図
説
（

京
都
府

蜷
川
式
胤

緇
）
に
は

「
室
町
後
期

の
永
正
の
頃

に
な
る
と
、
京

都
の
東

山
で

も
小

窯
を
き
づ
い
て
陶
器
を
作

っ
だ
が
、
窯
は
小
さ
く
、
火
力
も
従
っ
て
弱
く
、
土

も
薬

も
軟
ら

か
で
、

且

つ

そ
の
作
柄
も
必

ず
し
も
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
世
に
『
京
作
り
』
と
い
い
、
乂
後

に
は
十
囗
佶

水
欹
び
に
音
羽

焼
と
袮
し

た
。
そ
の
後
、

元
和
頃

に
な
る
と
浙

く
諸
所
に
窯
を
設
け
ら
れ
、
雅
致
に
寤
ん
だ
焼
物
が
っ
く
り
出
さ
れ
た
」

と
述

べ
て
い
る
。

京
焼
の
初
期

に
は
、
ま
ず
押
小
路
焼
か
お
り
乂
、
奥
村
次
郎
右
衛
門
の
山
城

朝
日

焼
の
創
業

か
お
り

、
寛
永
年
問
、
瀬
戸
の
三
文
字
屋
九
右
術
門
に
よ
っ
て

始

め
ら
れ

た

某
田
口
焼
か
お

る
。

こ
れ

に
っ

づ
い

て
仁
清
は
京
焼
独
特

の
優

麗
典

雅
な
色
絵
陶
器
を
完
成
し
た
。
こ
の
手
法
は
、
み

ぞ
ろ
焼
や
音
羽

焼
、
清
水
焼
、

清
閑
寺
焼
等

年
収
り

入

れ
ら
れ
、
乂

全
国

各
地

の
製

陶
地

に
も
大
き
な
影
怙
を
及

ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

足
形

乾
山
〔
川
家
足
形

光
琳

の
弟
、
寛
文
三
年
（

二
（

六
三
）
）
ｉ

寛
保
三
年
二

七
四

三
）
〕
は
元
禄
年

開
洛

の
西

北
暗

沌
に
問
窯
し

て
名
を
あ
げ
た
。

京
焼
の
特
色
は
、

仁
清

、
乾
山
に
よ
っ

て
象
徴
さ
れ

る
よ
う

に
な
っ

た
と
い

え
る
。
文

化
文

政
頃

に
な
る
と
个
国
的
に
陶
磁
器
勃
興
の
饑
迂

に
向
い
、
中
で

も
瀬
戸

、
有
川

、

九
谷
、
京
都
と

い
っ

た
主
要
製

陶
地
の
発
展
と

な
っ

た
。

こ
の
頃
京
都
に
も
有
田
の
磁
法
が
も
ち
こ
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
専
ら
色
絵

陶
器

が
中

心
で

あ
っ

た
京

焼
に
も
磁
器
製
造
が
始
ま
っ
た
。

即
ち
京
焼
磁
器
は
、
海
老
屋
清
兵
衛
の
門
下
、
奥
田
頴
川

〔
宝
暦
三
年
（

一
七

五
三

）
－

文
化
八
年
（

Ｔ
八
一

石

）

に
始
ま
り
、
頴
川
の
弟
子
か
ら
、

仁
阿
弥

道
八

、
青

一



二

本
木
米
、
欽
古
堂

亀
結
、
嘉
介

等
が
輩
出
し
、
乂
、
永
楽
保

全
、
足
形
周
平
、
淡
水
六
兵
術
、
水
越
与
三
兵
衛
、
清
風
与
平

等
多

く
の
名
工

を
出
生
に
至
り

、

こ
れ
ら
に
よ

り
江
戸

時
代

に
お
け
る
窯
芸

の
精
華

を
発
揮
す

る
仁
至
っ

た
。

文
化

、
文
歇
（

一
八
〇
四
１

一
八

二
（

）
以
降
、
各
地
に
製
陶
の
勃
興
す

る
に
っ
れ
、
京
都
の
名
工

が
圸
方

に
招
か
れ
、
木
米
は
加
賀

に
、

紀
州
偕
楽
園
焼
に
永
楽
保
全

が
。
尾
形
潤
平
、

三
代

道
八
、

水
越
与
三
兵
衛
等
が
姫
路
焼
に
、

又
、

周
平

は
淡
路
の
班
平

焼
を
指
導
し
、

頴
川
門
下
の

亀
詰
は
摂

津
の
三

円
焼
で
青
磁
を
指
導
す
る
な

ど
、
地
方
窯

に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
に
洛
中

、
洛
外
に
開
窯
を
見

だ
の

は
、
押
小

路
、
桃

山
、
伏

見
深

草
、
紫
野
、
露
山
、
采
石

山
、
嵐
山
、
暗
流
、
朝
日
、
蒜
山
、
南
山
、

醍
醐
等
で
あ
っ

た
。

第

二

章
　

粟

田

焼

の

発

達

某

日

焼

は

元

和

年

間

、

瀬

戸

出

身

の
三

文

字

屋

九

右
衛

門

の

製

陶

に
よ

っ

て
開

始

さ

れ

、

次

に

仁

清

の

手

法

を

も

受

け

入

れ

た
。

そ

の
後

、

九

右
衛

門

（

九

左

衛
門

と

も

い

う

）

の

子

、

庄

左

衛

門

・

助

左

術

門

等

に
よ
０

続

け
ら

れ

、

正
保

二

年

（

二
（

四

五

）

に

は
小

林

徳

右

衛

門

（

鍵

屋

、

丸

屋

）

・

宝

山

文

蔵

（

雲

林

院

、

茶

怨

屋

）

が
粟

田

で

覬

陶

を

開

始

し

て

い

る

。

正

徳
－

宝

徳

年

開

（

一

七

一

一
－

一
七

六

三

）

に

は

一
文

字

屋

忠

兵

術

（

暁

山

）
、
安

目
源

太

郎

（

鍵
屋

）
ご
石
倉

山

（

錺

屋
）
、
帯

山

与

兵

術

（
帯

屋

）

に
よ

る
開

窯

が

み

ら

れ

、

乂

伊

勢

屋

、

升

屋

等

が
始

ま

っ

た
。

註
、
三
文
字
屋
の
一
統

は
延
享
年
間
に
は
家
迎
衰
え
、
宝
肘
九
年
（
一
七
五

九
）
に
は
初
代
以
来
幕
府
御
用
の
御
召

茶
気
も
廃

さ
れ
、
鏥
光
山
・
岩
介
山
が
と
っ
て
か
お
る
こ
と
と
な
り
、
ヨ
文

字
屋
は
ま
も
な
く
良
絶
し
た
。

粟

田
焼

の
歴

史

は

こ

れ
ら

、

三
文

字

屋

、

鍵

屋

、

丸

屋

、
茶

怨

屋

、

帯

足

、

一
文

字

屋

、

錺

屋

等

に
よ

っ

て

屐

問

さ

れ

た

の
で

あ

る

が

、

こ
れ

ら

の

諸

家

は
何

れ
も

三

条

緑

茶

田

口

の

東

よ
り

蹴
上

附

近

の

、
小

物

座

町

、

東

分
木

町

、

今

週

町

、

東

町

、
中

之

町

、

夷

町

附

近

で

製

陶

さ

れ

た

も

の
で

あ

る
。

こ

れ

ら
柴

出

陶

某
地

は
概

略

つ

ぎ

の

よ

う

に

変

遷

し

た

。

即

ち

仁

清

に

よ

る

色
絵

の

創

始

を

見

て

か

ら

、
柴

田

で

は

も

つ

ぱ

ら

色

絵

陶

器

を

焼

き

、
清

水
で

は
磁

器

が
焼

か

れ

る
よ

う

に

な

っ

た
。

こ

の

よ

う

な
両

陶

某

地

の

特

色

を
生

か

に
至

っ

た

事

情

と
し

て

吉

田

尭
文

（

陶

器

講

座

）

に
よ

る

と

、

は

じ

め

は
粟

田

、

活

水

と

も

ほ

と

ん

ど

同

様

の

製

品

を

出

し

て

い

た

の
で

あ

る

が

、

文

政

七

年

（

一

八
二
四

）
に
は
某
田
、
清
水

が
勢

力
争
い
を
し
て
、
こ
れ
よ
り
清
水
で
は
色

絵
陶
器
を
禁

ぜ
ら
れ
、
活
水
焼
は
磁
器
製
造

に
特
色

を
発

押
す

る
よ
う

に
な
っ

た
と
い
う
。

粟
田
焼
で
は
清
水
焼
の
よ
う
に
聯
合
窯
を
開
か

ず
、
各
自
窯
を
所
有
し

、
新
た
な
開
窯
も
容
易
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
新
規
開
窯
も
殆
ん
ど

な
く
、

こ
の
た
め
粟
田
で
は
窯

所
有
者

だ
け

が
世

に
知
ら

れ
、

そ
の
下
の
陶
工

に
つ
い
て
は
殆

ん
ど
知

る
こ
と

が
で

き
な
い
。

乂
「
近
代
陶
磁
器

の
成

立
」
　（

奈
良
本

）
に
よ
っ

て
も
明
和
年

開
以

降
の
粟
田

の
陶
業

者
に
つ
い
て
、

年
　
　
　
　
　
　
　
次

明
　

和
　

七
　

年
（

一
七
七
〇
）

寛

歇

十

一

年

二

七
九
九
）

嘉
　

永
　
六
　

年
（
一
八
五
三
）

明
　

治
　

五
　
年

二

八
七
二

）

と
あ
り

、
こ
の
問
の
事
情

が
了

解
で

き
る
。

窯

数

（

基

）

八　 ？
二一

〇

営
茶
戸
数
（
戸

）

一
九

一
一　 一

一

二　 五　 一

幕
末

に
お
け

る
粟
田
陶
某
地

の
状

勢
は
っ

き
の
こ

お
り
で
あ
る
。

（
本
朝

陶
器
攷
証
－

金
森
得

水
－

に
よ
る
ご

安
政
年
間
（

Ｔ
八
五
四
丿
上

八
九

匸

の
柴

出
口
陶
工

は
三

条
通
夾

町
数
奇
屋

御
茶
飯
師
（

窯
持
）
銷
光
山
喜
兵
衛
・
同
東
町

数
奇
屋
御
茶

飯
師
（

窯
持
）

岩
倉
山
吉

兵
術
の
両
名

が
宝
暦
址
来
世
襲
し

て
お
り

、
窯

の
改
築
に
つ

い
て
は
一
名
に
金
三
十
両

ず
つ
関
東
よ
り
前
借
を
許

さ
れ

た
と

い
わ
れ
る
。

ま
た
東
町
の
帯
山
（

窯
持
）
帯

屋
与
兵
衛
は
、
禁
裡
御
用
の

陶
器

師
で

毎
年

正
月

に
大

福
の
御
茶

飯
を
焼
い
て
お
り

、

こ
れ
ら
の
納
品
を
扱
っ

た
者

に
富
田
屋
劼
兵

衛
（

寺
町
通
丸
太
町
下

ル
）
と
金
屋

九
郎
左
衛
門
（

烏
丸
上
長
者
町
下

ル
）
の
両
名

が
あ
っ

た
。

東
町
の
宝
山
（

窯
持
）
茶
怨
師
文
蔵
は
、
諸
侯
方
出
入
の

陶
工

で
あ
り

、

そ
の
他
、
同
町
に
は
、
宝
山
（
窯

持
）
茶
谷
屋
忠

兵
術

、
宝
山
（

窯
持
）
茶
怨
屋
安
兵
衛
、

藤
屋
惣
兵
衛
が
あ
り

、
今

道
町
に
は
一
文
字
屋
存

兵
衛
（
窯
持
）
、
同

忠
兵
術
、
同
佐
兵
術
、
東
町
伊

勢
屋
又

兵
衛
（

窯
持
）
、
鍵
屋
源
七

、

三
条
通
東
小

物
座
町
一
文
字

屋
重
且
（
術
（
窯
持
）
、
同
庄
兵
術

の
十

四
名
が
あ
っ
た
。

こ
の

う
ち
窯
は
九

あ
り

、
茶

器
類
、
土
瓶
、

茶
谷
、

急
備

焼
（

古
び
し

よ
）
行
平

そ
の
他
の
日
用

品
を
焼
き
、

諸
国

に
売
り
広
め

た
と
い
わ
れ

る
。

三



四

粟
田
焼
の

陶
土

は
初
め
建
仁
寺
の
東

の
遊
行
と

、
神
明
の
附
近
、
東
岩
倉
山

か
ら
採
取
し

た
が
、
や
が
て
そ
の
土
も
絶
え
、

元
禄
一
〇

年
（

二
（

九
七
）
か
ら
は
江
州

野
州
郡
圉
桜
村
の

陶
土

を
使
用
し

た
。
宝
暦
八
、
九
年
頃
に
は
粟

山
の
業
者
も
二
十
戸

に
及

び
、
江
州
よ
り

の
土

瑕
も
不
便

と
な
っ

だ
の
で
、

宝
暦
八
年
（

一
七
五
八

）

に
は
洛

東
、
岡

崎
辺
の
土
を
あ
て
る
よ

う
に
な
っ

た
と

い
う
。

粟

田

焼

七

青

蓮

院

柴
田
三
十
数
町
は
柴
田
青
蓮
院
頷
で
あ
っ
た
。
柴

田
焼
は
同

院
の
庇
往
に
よ
り
発
達
し

た
の
で
、

釉
薬
・
粘

土
も
青
蓮
院
を
通

じ
て
求

め
た
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
木

米
、
仁
阿
弥

等
も
青
蓮
院
に
出
入
を
許
さ
れ
る
こ
と
を
名

誉
と
し

た
。

乂
、
青
蓮
院
に
は
御
用

窯
の
制

度
か
お
り

、
貽
め
は
鏥
光
山
へ
御
用
の
懸
札
を
預
け
ら
れ

た
が
、
文
化
二
年
（

Ｔ
八
〇

五
）
八
月

に
は
、
宝
山
、
帯
山
、

岩
倉
山
、

鏥
光

山
、
暁
山
等
よ
り
、
青
蓮

院
へ

の
出
入

と
、
鏥
光
山
へ
預
け
ら
れ
た
御
用

の
懸
札
と
、
新

た
匹

咼
張
提
灯

一
を

、
仲

間
に
預
け

ら
れ
る
こ
と
を
願

い
出
て
、

仲
間
の
年
番

が

こ
れ
を
保
管
し
、
年
頭
と
八

朔
に
、
平
茶

谷
五
〇
宛

を
納

付
し

、
乂

係
り

の
役
人
へ
茶
瓶
の
類
を
納
め

る
こ
と
を
許

さ
れ

た
が
、

こ
れ
が
丁

度
柴

田
陶
業
の
組
合

の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

嘉
永
六
年
（

Ｔ
八
五
三

）
に
は
同

院
に
陶
器
物
産
会
所
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
粟

田
焼
に
お
け
る
青
蓮
院
と
の
関
係
は
大

き
い

も
の

が
あ
っ

た
。

現
在
、
殆
ん
ど
窯
煙
の
絶
え

九
泉
田
地
区
で
は

あ
る
が
、
青

蓮
院
は
門
跡
寺
院
と
し

て
そ
の

威
容

を
誇
り
ノ

柴
田
焼
業

者
と
の
関
辿
古
書
も
保
存
さ
れ
、

旧
粟
田

ぼ
民
は

今
も
青
蓮
院
の
宮
と
袮
し
て
尊

敬
し

て
い

る
。
乂
門

前
に
は
青
木

木
米
の
碑
も
建
立
せ
ら
れ
、
業
界
に
と
っ
て
は
思
い
出
深
い
旧
蹟
で

あ
る
。

参
　
考
１
別
所
匸

只
都
陶
磁
器
説
、（
明
治
五
年
）
、
栗
出
陶
工
及
木
窯
数
参
照
。

第

三

章
　

清

水

焼

の

発

達

清

水
一
帯
に
開
窯

を
見

る
仁
至
っ

だ
の
は
、
伝

に
よ

る
と
、

聖
武

帝
（
七
三
四
－

七
四

三
）
の
頃

、
僧
行
基
に
よ
っ
て
、
清
閑
寺
村
丸
山
（

茶
碗
坂
）
　
で
製
陶
さ
れ

た
の

が
初

め
と

い
わ
れ
、
乂

ブ

水
正
年
間
（

一

五

二

一
頃

）
元
吉
に
よ
り
清
水
焼

が
始
ま
っ
た
と
も
、

あ
る
い

は
慶

長
年

開
（

口
（

Ｉ
四
頃

）

茶
碗
屋
久
兵
衛

が
五
条
坂
で

金
赤

青
を
彩
色
し
た
陶
器
を

作
り
、

こ
れ
に
清
水
焼
の
名
を
冠
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
も
い
か
れ

る
。

慶
長

こ
兀
和
（

一
五
九
六
１

二
（

二

三
）
の
頃
に
は
正
意
、
宗
伯
、
道
味
、
宗
三
、
江
存
、
万

右
衛
門
、
源
十
郎
、
六
左
衛
門
、
茂
右
衛
門
、

有
来
新
兵
衛

な
ど
が
、
音

羽
、
清
閑
寺
、
小

松
谷
、
清
水
等
で
製
陶
し
て
い
た
が
、
慶
長
三
年
（

一
五
九
八

）
阿
弥
陀
ヶ
峯

に
豊
国
廟
を
築
く
と

き
、

窯
煙

が
廟

を
蔽
う
と
い
う
の
で
、

窯
を

五
条
坂

に
移
さ
れ
、
乂
慶
長
十
八
年

二

六

匸
二
）
方
広
寺
の
巨
鐘
を
鋳
る
際
に
窯

を
五
条
坂
に
う
つ
し

た
と
も
い

か
れ

、

こ
の
附
近
が
清
水
焼
展
開
の
基
礎
を
岡

め
つ
つ
あ
つ
た

と
い
え

る
。

寛
政
年
中
（

一
七
八
九
－

一
八
〇
〇
）
に
は
奥
田
頴
川

に
よ
り
京
都

に
磁
器
が
始

ま
り

、
又

、
清
水
六
兵
衛
が
海
老
清
に
陶
を
学

び
、
明
和
八
年
（

一
七
七

言
　
五
条
坂

に
開
窯
し

て
い
る
。
頴
川
の
門
か
ら
は
青
木
木
米

、
高
橋
道
八
（
仁
阿
弥
）
、
丸
屋

亀
脯
等
が
輩
出
し
更
に
、
音
羽
万

右
衛
門
、

同

茂
右
衛
門

、

同

乾
亭
、

亀
亭
平
吉

（

亀

屋
）
、
尾
形
周
平
、

水
越
与
三
兵
衛

、
真
葛
長
吉
、
清
風
与
平

等
の
名
工

が
五

条
坂
附

近
に
あ
つ
て
、
文

化
・

文
政
以

降
の
京
焼
黄

金
時
代
を
現
出
し
た
。

こ
の
後
、

こ
れ
ら

の
諸
家
を
初
め
と
し
、
幹
山
伝
七
、
真
清
水
蔵
六
、
井
上
松
兵
衛
、
三
浦
竹
泉
な
ど

が
清
水
焼
の
名
声

を
高
め
た
。

参
　
考
１
別
冊
、
京
都
陶
磁
器
説
（
明
治
五
年
）
五
条
坂
陶
磁
器
工
名
及
本
窯
数
。
清
水
陶
磁
器
工
名
及
本
窯
数
参
照
。

〔

余
　

鑠
　

１

〕

本

多

佐

平

（

佐

兵

衛

）

の

諸

事

控

寛
永
十
八
年

二

六
四

回

京

都
五
条
坂

焼
を
焼
い
た
と
い
わ
れ
る
音
羽

屋
惣
左
衛
門
の
子
孫
が
衰
微
し
て
、
鐘
鋳
町
の
丸
屋
庄
兵
衛

に
窯

を
譏
り

、

宝
永
年
間

二

七
〇
四
－

一
七
一
〇
）
）
庄

兵
衛

は
二

代
目

で
没
落
、
そ
の
門
人
の
丸
旦

佐
平
が
跡
を
つ
ぎ
、
天

明
頃
（

一
七
八

一
１

一
七
八
八

）
大

仏
の
茶
碗

を
造
っ
た
Ｉ
以

上
日
本
陶

工
伝
Ｉ

塩
田
力
蔵
－

と
い
わ
れ
て
い
る
そ
の
丸
屋
佐
平
の
二
代
目
の
作
業
の
手
控

帳
が
こ
の
本
で

あ
る
。

姓
を
本
多
と
い
っ
て
、

抹
茶
盤
を
巧
み
に
し

た
と
伝

え
ら

れ
て

い
る
が
、
「

諸
事
控
」

に
よ
る
と
金
襴

手
、
色
画

物
の
高
級
酒

器
、
茶
器
も
製
造
し
、
そ
の
性

格
は
非

常
に
几

帳
面

な
人
で
、
一

目
分
の
細
工

量
、
印
画

量
（

着
彩
で
き

う
る
数

量
）
は
勿
論
、

現
代
の
人
で

も
、
と
も
す
れ
ば
、
杜
撰

に
な
り

勝
ち
な
原

価
計
算
を
「

仕
方
言
」
と
し
て
記
述
し
、
又
、
「
勘
定
書
」
と
称
し
て

、
収
入

金
の
内

訳
と
そ
の
使
用
区
分
を
書
い
て
子
孫
に

申
し

渡
し

て
い

る
。

こ
の

使
用

区
分
中
、
「
一
分
は
借
財
厄
済
」
と
記
し

て
あ

る
等
、
そ
の
頃
の
借
入

金
は
如
何

に
身
に
こ
た
え
た
も
の
で
あ
り

、

乂
、
「
厄
を
済
ま
す
」
と
し

て
そ
の
返

済
に
力
を
注
い
だ

こ
と

が
う

か
が
わ
れ

る
。

五



六

そ
の
他

、
こ
の
書

に
は
、
毎
月
の
献
立
表
か
ら
備
品
の
控
書
ま
で

あ
り
、

天

保
年
間
（

一
八

三
〇

―
二

八
四

三
）
頃

の
茶
碗
屋
の
生
活
状
態
を
知
る
の
に
、
貴
重
な
資

料

で
あ
る
。
こ
の
膕

事
控
は
縱
八
麪

横
十

五
糎
の
大
福
帳
型
の
和
綴
で

あ
っ
て
克
明

に
記
入
し

て
あ
る
。

註
、
本
書
は
河
合
栄
之
助
氏
の
尽
力
に
よ
り
本
多
家
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
諸
　

事
　

控
」

鞘

壱

一

息

一

茶

一

酒

一

箸

立
　

分

（

筐

鉢
）

立　呑　曁　須

天
保
十
三
壬
寅
年
初
夏
吉
日

皇
都
　
本
　

多
　

左
　

平

馬
　

上
　

杯

同
所
（
同
上
の
意
味
）

一 一 一 一 一 一
丶　 丶　　丶　 丶　 丶　 丶

馬 箸 酒 荼 急 水

上

杯 立 呑 見 須 注

細
工
一
口

分
之
控

一
、
水
　
　
　

滴

冂

蓋
物

韭
に
鉢

正
　

売
　
値
　

段

て

分

り

二

分

尺

二

分

○

て

／

○

て

寸

○

二

分

斤

一

、

尺

○

て

り
○

廿
五
本

弐
十
五

拾
五

拾
五

拾
五

壱
本

廿
本

弐
十
五

拾
五

拾
五

拾
五

／
Ｏ

り
○

金
　

禰
　
手

同　同　同　色　同　同　同

劼
　
　

定
　
　

書

売

値

段

二

付

ニ

ツ
割

此
手
間
一
分
之
内

三
ッ
割

一
、
弐
拾
壱
／
文

一
、
壱

／
四
百
文

二

八
　

百
　
文

一

分
（

Ｉ
分
（

一

分
（

Ｉ
分
（

Ｉ
分
（

圉

六
本

ハ
ッ

一 一 一 一 一 一 一
丶　 丶　 丶　 丶　　丶　 丶　 丶

馬　 抔　 酒　 箸　 茶　 茶　 急

上

杯　 合　 呑　 立　 畳　 器　 須

一

徳

利

丈
○
両
○
分
○
り
○
分
○
／
○
り
○
丈
○

正一

○
印
皿

一
日
分
数
之
控

売
　

値
　

段

分
尺
　
　
　

金
　
顎
　

手

一

、
り

丈

一

、
分

り

气

斤

○

一

、

分
り

一
、

分

尺

二

分

○

二

／
○

同　同　同　色　同　同　同

口

印
画
一
日
分
控
数

廿
五
本

三
十
二
本

百

六
十

八
十

百

六
十

六
十

八
十

廿
五
木

㈲

手
　

間

分
分
／

分
寸
両

間
寸

り
両

夫
両

分
り
両

両
寸

分
寸

急
須
壱
木
半

茶
気
壱
組

茶
器
弐
本

酒
呑
七
ッ

急
須
弐
本

茶
谷
壱
組
半

茶
器
三
本

洒
呑
ハ
ッ

手
　

間

丈
／

分
分
両

両
寸

分
丈

両
両

寸
／

両
り

分
／

元

入
用

手
間
代

借
財
厄

済

諸
入
用

若
類
入
用

急
須
弐
本

茶
盈
壱
組
半

茶
器
三
本

酒
呑
十

急
須
ヨ

本

茶
谷
弐
組

茶
器
三
本

酒
呑
十
三

定
値
段
よ
旦

局
値
に
売
俟
分
は
別
段
臨
時
入
用

二
可
致
事

事

水
三
年
戌
十
二
月

仕
　
　

方
　
　

害
（
予
算
書
六
十
口
分
の
勘
定

と
思

わ
れ
る
）

一
日
三
百
五
十
分

米
代
　

菜
代
　

円
印
小
遣

割
木
代

炭
　

代

『

壱
／
五
百
文

一

、
壱
　

／
　
文

气

六
　

貫
　
文

二

九
／
七
百
文

匸

七
　

／
　
文

一
、
八
／
八
百
文

二

弐
　

／
　
文

一
、
壱
　

／
　

文

气

壱
　

／
　
文

一
、
百
　

六
　
文

二

弐
　

百
　
文

匸

弐
　

百
　

文

一
、
壱
／
五
百
文

て

弐
　

百
　
文

／
六
拾
三
／
四
百
文

六
十

目
刻

油
　

代

醤
油
代

西
　

七

谷
　

印

刃
　

件

柴
　

安
（
薪
材
商

卜
思
フ
）

十
一
日
講

町
入
用

大
仏
言

番
　

文

市
田
屋

い
を
　
こ

ゑ
松

朧
　

風
呂

雪
踏
　

直
し

羅
子

壱
／
六
百
文
　
　
　
　

一
日
代

百
文

二
付
三

拾
四

分
ツ
ヽ
残
り

五
百
四

十
三

文
残

り

六
十
日
　

／
三
拾
弐
／
五
百
八
十
文

売
国
一
日
分
数
之
控

正
　

売
　

値
　
段

二

分
○
　
　
　

金
　

禰
　
手
　
　

△

手
回
値
段

両

／

急
須
三

本

七



一
、
分

／
○

一
、
り
○

气

尺
○

『

両
○

一
、
丈
○

匸

斤
両
○

一
、
分
Ｏ

金
襴
手

色
　

圉

染
　
付

極
上

々

上
　

々

上

同　色　同　同　同同同

圉

△ △ △ △ △ △ △

○
　
朱
印
九
分
一
分

口
　

朱
印

八
分
二
分

△
　
朱
印
七
分
三
分

金
襴
手
急
須
壱
本

二
付

气

弐
百
文

五
十
文

五
十
文

百
　

文

／
四
百
文

値
段

元
四

分

元
五
分

元
四

分

匹

二
分

元
四
分

元
五
分

丈
両
分
○
斤
○
り
○
／
尺
り
○
斤
○

茶
益
弐
組

酒

呑
拾
六

茶
入
四
木

急
須
八
木

茶
豆
四
組

茶
入
八
木

酒
呑
四
十

手
間

六
分

手
間
五
分

手
間

六
分

手
間
七
分

手
間
六
分

手
間
五
分

金
代
　
　

△

炭
代

焼
代

呉
州
　
　

石
　
　

薬
　
　

窯
詰
代

壱
／
百
売

二
付

差
引
　
　
　

六
百
之
手
間
也

一
、
三
百
文

五
十
文

内

七
分

五
分
三
厘

金
代
　
　

△

焼
代

細
工
画

五
十
文

百
　

文

〆
五
百
文

値
段
差
引
内

八

炭
代
呉
州
　
　

石
　
　

薬
　
　

窯
詰
代

壱
／
三
百

売
二
付

八
百
之
手
間
也

五
分
五

分
五
厘

金
襴
手
酒
呑
壱
ッ

ニ
付

『

五
拾
文

拾
　

文

拾
　
文

廿
　
文

／
九
拾
文

値
段
差
引

内

細
工
手
間
也

圉

金
代
　
　

△

焼
代
炭
代
呉
州
　
　

石
　
　

薬
代
　
　

窯
詰
代

弐
百
文
売

二
付

壱
百
壱

分
手
間
也

壱

分

壱

分

金
襴
手
茶
器
壱
ッ

ニ
付

『

弐
百
文

弐
拾
文

三
十
文

百
　

文

こ

二
百

五
十
文

且

△

圉 細
工

炭
代
呉
州
　
　

石
　
　

薬
　
　

窯
詰
代

値
段
　
　
　

八
百
文
売

二
付

差
引

内

四
百
五
十
文
之
手

間
也

五
十
文
　
　
　

細
工

四
百
分
　
　
　

圉

色
画
急
須
壱
本

二
付

气

五
拾
文

五
十
文

五
十
文

三
十
文

五
十
文

／
弐
百
三
十
文

絵 炭 焼 金
具 代 代 代
代

△

石
　
　

薬
　
　

窯
詰
代

値
段
　
　
　

五
百
文
売

二
付

差
引

内

弐
百
七
文
之
手
間
也

七
分

弐
分

圉 細
工

（
中
　

畧
）

上
色
画
酒
呑
壱
ッ

ニ
付

『

弐
拾
文

拾
　
文

拾
　
文

拾
　

文

拾
　
文

／
六
拾
文

金
代
　
　

口

焼
代
炭
代
画
具
代

石
　
　

薬
　
　

窯
詁
代

値
段
　
　
　

弐
百
文
売

二
付

差
引
　
　
　

壱
百
四
拾
文
手
間
也

内
　
　
　

壱
分

壱
百
三
分

上
金
襴
手
急
須
壱
本
二
付

气

弐
百
文
　
　
　
　

金
代
　
　

口

五
拾
文
　
　
　
　

炭
代

細
工

圉

五
十
文

五
十
文

五
十
文

／
四
百
文

値
段
差
引

焼
代
画
具
代

石
　
　

薬
　
　

窯
詰
代

拾
弐
百
文
売

二
付

八
百
文
手
間
也

内
　
　
　

七
分

七
百
三
分

極
上

々
金
襴
手
急
須
壱
本

二
付

『

四
百
文

五
十
文

五
十
文

五
十
文

五
十
文

／
六
百
文

値
段
差
引

金
代
　
　

○

且

細
工

圉

圉
具
代

石
　
　

薬
　
　

窯
詁
代

･内

拾

八
百
文
売

二
付

拾
弐
百

文
手
間

也

七
分

拾
壱
百
三
分

上
々
色
川
急
須
壱
本

二
付

『

弐
百
文

五
十
文

五
十
文

三
十
文

五
十
文

／
三
百
八
十
文

値
段

細
工

画

金
代
　
　

Ｏ

焼
代
炭
代
絵
具
代

石
　
　

薬
　
　

烹
詰
代

拾
弐
／
売

二
付

九



差
引

内

八
百
弐
分
手
間
也

七
分

七
百
五
分

細
工

画

（
中
　

畧
）

毎

月

献

立

表

正
月
朔
日
　
　

誨
水
煮

、
蛤
汁
、
ナ
マ
ス

（
以
下
畧
）

三
月
朔
日
　
鰈
、
味
噌
汁
、
な
ま
す

一一

日

－
－一

目

四

日

五

目

六

日

七

日

八
　
日

九
　

目

十
　

日

十
一
日

十
二
目

十
三
日

十
四

目

十
五
目

十

六
日

十
七
日

十
八
日

竹
の
子
、
若
芽

海
帯
二

見
腐
汁

水
菜

、
揚
豆
腐

干
物

、
汁

豆
腐
淙
、
す
ま
し
汁

竹
の
子
、
若
芽

㈱
鯑
、
す
ま

し
汁

苣干
物

、
汁

三
ッ
莖
し
た
し
も
の
、
汁

竹

の
子
、
若
芽

漬
蚕
豆
、
割
昆
布

豆
腐
淙
、
味
噌
汁

棒
鱈
、
汁

豌
豆
、
割
昆
布

竹
の
子
、
若
芽

海
帯
、
味
噌
汁

十
九
日
　
　

三
ツ
葉
し
た
し
も
の
、
汁

廿
　
日
　
　

干
物
、
汁

廿
一
目
　
　

白
豆
、
昆
布

廿
二
目
　
　

竹
の
子
、
昆
布

廿
三
日
　
　

豆
腐
淙

、
す
ま
し
汁

廿
四

目
　
　

漬
杢

夙

千
切
大
根

廿
五
目
　
　

干
物
、
汁

廿
六
日
　
　

三
ツ
葉
し
た
し
も
の
、
汁

廿
七
日
　
　

竹
の
子

、
割
昆
布

廿
八
日
　
　

燦
　
汁

廿
九
日
　
　

豌
豆
、
丸
仞
大
根

卅
　

日
　
　

干
物
、
汁

（
四
、
五
、
六
月
省
谷
）

七
月
朔
日
　

焼
蜻
、
汁

、
茄
子

、
ナ

マ
ス

一一

日

一
一一

目

四
　

日

五
　
日

六
　
日

七
　
日

八
　

日

九
　

囗

十
　
日

十
一
日

芋
頭
、
大
角
豆
、

シ
タ

シ
物

鯖

セ
ン

バ
、
ツ

マ
ミ
菁

当

南
瓜
、
隠
元

豆
、
茄
子

干

物
、
汁

茄
子
焚
、
白
豆
、
昆
布
、
隠
元
豆

芋
頭
、
大
角
豆
、

シ
タ

シ
物

ツ
て

言
貴
シ
タ

シ
、
汁
、
隠
元
豆
、
寸
莎

茄
子
、
当
市
爪

干
物
、
汁

ツ

マ
ミ
笋
、
セ
ン

バ

一
〇

十
二
目
　
　

餅
、
茄
子

十
三
日
　
　

隠
元
豆
、
焼
豆
腐

十
四

日
　
　

焼
暢
、
豆
腐
冷
ヤ
ツ
コ

十
五
日
　
　

刺
鯖
ナ
マ
ス
、
ス
マ
シ
汁

十
六
日
　
　

海
帯
、
豆
腐
汁

十
七
日
　
　

鯖

セ
ン

バ
、
ツ
マ
ミ
苦
　

隠
元
豆
、
茄
子

十
八
日
　
　

芋
頭
、
海
帯
月

十
九
日
　
　

ツ

マ
ミ
苦

シ
タ
シ
　
汁

廿
　

日
　
　

干
物
、
汁

廿
一
日
　
　

隠
元
豆
、
茄
子

廿
二
目
　
　

大
角
豆
、

シ
タ

シ

廿
三
日
　
　

芋
頭
、
豆
腐
淙
汁

廿
四
日
　
　

ツ
マ
ミ
菁

シ
タ
シ
、
汁

廿
五
日
　
　
干

物
、
汁

廿
六
日
　
　

隠
元
豆
、
小

芋

廿
七
日
　
　

芋
頭

廿
八
日
　
　

ツ
マ
ミ
菁

シ
タ

シ
、
汁

廿
九
日
　
　

幄
附
焼

、
ナ
マ
ス
、
味
噌
汁

、
板

ウ
カ

シ

卅
　

日
　
　

干
物
、
隠
元
豆
、
小
芋

、
汁

（
以
下

、
十
二
月

マ
デ
省
思
）

各
月
と
も
五
日
目
毎
に
干

物
、
汁

の
簡
単
食
か
お
る
（
五

日
、
十
目
、
廿
日
、
廿

五
日
）

但
し
十
五
囗
は
馳
走

を
し
て

い
る
。

心
奥
府
調
法
記
全
と
い
う
記
録
か
お
り
品
物
の
名
前

を
記
し
て
あ
る
。

最
後
の
記
事
に

磨
歯
立
壱
挺
価
四
百
文

立
永
五
年
子
四

月
十
四

目

大
仏
正
面
通
束
橋
詰
南
側
二
而
買

表
掛
行
灯
嘉
永
五
年
子
八
月
十
四
目

五
条

辿
大
黒
町
西
へ
入
所

木
細
工

屋
二
而

法
例
六
百
三
十
文

（
註
）

隠

語

の

符

諜

陶
器
誰
通
用
の
符
諜
に
次
の
も

の
ＩＸ
あ
る
事
は
全
国
的

に
知
ら
れ
て
層

る
が
、
嘉
永
、

天

保
頃

は
既

に
日
常
符
諜

と
し
て
使
用

さ
れ
て
居

る
事
が
こ
の
記

録
で
も
知
ら
れ
る
。

分
　
　
　
　
　

１

厘
（
リ
）
　
　

２

貝
（
／
）
　
　

３

⌒　⌒　⌒　⌒　⌒　⌒　⌒こ寸う尺y 丈丿聞乙両卜 祀

９　 ゛　乙　こ　゛　乙　９

９　 ８　 ７　 ６　 ５　 ４

０
　
　
　
　
　

０

尚

こ
の
本
多
佐
平
の
控
帳
の
殼
後
頁

に
次
の
如
く
自
分
の
翕

を
数
字

に
あ
て
た
符
諜
を

記
し
て
あ
る
。
隠
證

と
し
て
使
川
す
る
事
が
流
布
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

ホ
、

气
　

ン
、
二
、
　

夕
、
三

、
　
サ
、
四
、
　

へ
、
五

、
　
力

、
六
、

ツ
、
七
、
　

ナ
、
八
、
　

リ
、
九
。

一
一



匸
一

第

四

章
　

そ

の

他

の

製

陶

楽

焼
。
楽

焼
は
長
粘

に
よ
っ
て
開
か
れ
、
三
代
道
入
（

の
ん
こ
う
）
に
よ
り

大
成
し
、

九
代
了
入
に
よ
り
中
興
せ
ら
れ

た
と
い

わ
れ

て
い

る
。
（

別
掲
、
故
人
小
伝
楽
家

参
照
）
こ
の
楽
家
は
、
つ
と
に
有
名

で
は

あ
る
が
、
楽
焼
に
は
楽
家
以
外

に
も
名
品

、
名

窯
が
少

く
な
い
。

元
和
１

寛
永
年
間
（

口
（

Ｉ
五
－

一
六
四

三
）
洛
北

朧
ヶ
峯

に

住
ん
だ
本
阿
弥
光
悦

が
長
羂
の
法
に
な
ら
っ
て
造
っ
た
光

悦
楽
焼
、
乂
、
寛
永

―
正
保
年
間
（

一
六
二
四
－

二
（

四
七
）
本
阿
弥

空
中
に
よ

る
空
中
楽
焼

等
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
他
洛
中
で

焼
か
れ
た
も
の
に
、

有
名

な
西
村
家
十

一
代
の
永

楽
保

全
、

十
二
代
の
和
金
を
中
心
と
す
る

永
楽
家

の
窯

か
お
り
、

府
下

で
は
洛

北
岩

倉
の
御
菩
薩
焼

（

一
六
〇
〇
頃
）
、
慶
長
初
年
（

一
五
九
六
）
の
宇

治
の
朝
日
焼

、
元
禄
十
二
年
（

一
六
九
九

）
の
乾
山
の
洛
西

、
噴
流
窯
。

文
政
十
年
頃
（

一
八
二
七

）
の
相
楽

郡
木

津
近

郊
、
鹿
背
山
の
森
本
助
左
衛
門

に
よ
る
鹿
背
山
焼
、

嘉
永
五
年
頃
（
一
八
五
二
）
ｊ

実
際
の

創
始

は
天

正
年

間
（

一
五
七
三
丿
一
五
九

二

と
伝
え
ら
れ
る
Ｉ

伏
見
稲
荷
附

近
に
発
達
し

た
伏
見

窯
と

袮
す

る
伏
見

人
形

等
か
お
る
。

第

五

章
　

商

工

事

情

株
　
　
　

仲
　
　
　

間

工
業

に
関
す

る
同
業
者
団

体
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
江

戸
時
代

の
「

仲
間

規
約
」

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

仲
間
規

約
の
目
的

は
徒
弟
の
取
締
を
厳

に
し

て
粗
製
濫
造

を
ふ
せ

ぎ
、
同

業
者
相

互
に
協
調
し
て
競
争
を
さ
け

る
こ
と
に
あ
り
、
江
戸
時
代
、
江
戸
、
大

阪
、
京

都
等
を
中

心
に
発
達
し

た
も
の
で
、
こ
の
組
合

の
う
ち
、

公
然
官
許

を
う
け
た
も
の
を

株
仲
間
と
い
う
。

こ
の
株
仲
間
制
度
は
そ
の
後
弊
害
を
生
む
に
至
っ
た
の
で
、
天
保
頃
に
は

組
合
仲
間

を
解

散
し

、
株

鑑
札

の
刮

限
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

岸

水
四
年
幕

府
は
再

び
諸

問
屋
株
式
を
再

興
し

て
明

洽
維
新
に
及

ん
で

い
る
。

京
都
府
誌
下

巻
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
重
要
産
業
部
門
の
、
西
陣

織
物

、
丹

後
縮
緬
、
漆
器
等

の
業
界

に
、
仲
回
定
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
陶
磁
器
業
界
に
つ
い

て
は

そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

し

か
し
「
京
都
府
著
名
物
産
調
」

に
よ
れ

ば
、

古
来
製
造
家
と
商
家
と
の
関
係
は
、
製
造
家
の
製
品
は
す

べ
て
問
屋

と
取
引
を
し

、
仲
買

人
又

は
他
の
商
人
と
収
引
す
る

こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

製
造
家
、

問
屋
、

仲
買
に
は
不
文
の
規
則

が
あ
っ
て
、

お
互

に
そ
の
領
分

を
お
か
す

こ
と

は
許

さ
れ

な
か
っ
た
。

し
か
し

こ
の
不
文
の
制

約

も
、
嘉
永
・
安
政
年
間

に
な
る
と
、
仲
買
よ
り
銀
千

枚
、
振
舞
料
と
し
て

金
三
枚
を

問
屋
年

番
に
迫
出
し

問
屋
株
と
な

る
こ
と

が
で
き

た
と
い
う
。

明

治
維
新
前
後

の
問
屋

の
主
な
も
の
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

問
尾
に
よ
り

、
柴

田
、
活

水
、
五
条
の
製
品

が
買
入
れ
ら
れ
て
い

た
も

の
で

あ
る
。

日本山海名衫茴 囮より　 伏 見 人　形 工 房

澤

吉

、

近

小

、

近

久

、

荒

源

、

近

源

、
近

仁

、

荒

喜

、

萸

須

朧

伊

助

、

近

利

、

海

老

藤

、

若

松

屋

等

。

註
　
１

、
径
済
史
研

究
、
第
二
十
四
巻
に
よ
る
と
、
備
前
焼
の
例
と
し
て
、
江
戸

時
代

に
は
窯
元

が
次
第
に
淘
汰

さ
れ
窯
株
を
定
め
、
窯
株
の
売
買
禁
止
、
相
続
方
法

の
制
隕
、
価
格

の

競
争
防
止
、
弟
子
奉
公

人
等

の
取
締
り
が
行
な
わ
れ
た

と
あ
る
。

２
、
岐
阜
県
英
濃
焼
で

は
几

尸
時
代

に
は
免
許
の
窯
株

二
十
四
あ
り
、

一
窯
の
権

利

金
は

二
、
三
百
両
も

し
た
。
た
だ
販
売
権
は
尼
張
藩
の
蔵
元
に
握
ら
れ
て

い
た
。
明
治
維
新

で

窯
元

は
二
百
五
十
一
株
に
激
増

、
明
治
五
年
に
株
制
廃
止

と
な

る
。
（
日
本
径
済
谷

闘
　

昭
三

七
、
二

、
二
八
）

原
　
　

料
　
　

供
　
　

給

京

都
の
初
期

の
製
陶
原
料
は
、
各
陶
業
地
の
例
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
主
と
し

て

地
元

産
の
粘

土
を
用

い
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
地
元

に
原
料
を
欠
く
と
こ
ろ

か
ら
天
草
、

そ
の
他

か
ら
原
石

原
土
を
移
入
し
た
。

し
か
し
天
草
原
石
の
移
入

は
、
旧

藩
か
そ
の
供
給
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
の
で
、
割

当
外
の
原
石

移
入
は
非
常

な
困
難

が
あ
っ

た
よ
う
で
、
そ
の
入
手
経
路
も
、
大
阪
の
砥
石

問
屋
か
ら
供
給

を
う
け
て

お
り

、
天

草
石

の
不
足
の
あ
る
と
き
は
、
砥
石

原
料
を
利
用
し

又
は

砥
石
の
形

に
成
形
し

た
原
石

を
、
砥
石

に
仮
装
し
て
移
入
し
た
等
の
苦
心
談

が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

匸
一



一
四

又
原
料

の
加
工
方
法

は
、
初
期

に
は
砠
料
を
碓
磨
す
る
習
慣
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
原
料
粉
砕
に

水
車

を
利
用
し

叉
、

水
箙
を
行

っ
て
い
る
。

（

こ
の
仕
事

に
従

事
す

る
者

を
荒
仕
叉
は
裏
師
と
い
っ
た

づ

〔

余
　

鱇
　

２

〕

京

の

古

窯

の

色

々

京

の
古
い
名
陶
と
い
え
ば
先

づ
仁
清
に
指
を
屈
し
或
は
楽
長
次
郎
、
本
阿
弥
光
悦

な
ど

か
ら

乾
山
、
頴

川
、

本
米
と
そ
れ

ぞ
れ
に
及
び
徳
川
の
末
期
に
至
っ
て
仁
阿
弥

道
八
、
永
楽
保
全
、

或

は
、
亀
紡
等
々
個
人
名
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
も
の
は
数

々
あ

る
が
其
他

に
個
人
名

を
持
た
ず
烹
の
翕
に
よ
っ
て
或

は
土
地
の
名
に
よ
っ
て
知
ら

れ
て
い

る
京
焼
の
少
く
な
い
こ
と
を
忘
れ

て
は

な
ら

な
い
。
今
其
の

主
な
る
も
の
を
略
記
し
て
見
よ
う
。

御
　

菩
　

薩
　

焼
（
み

ぞ
ろ

や
き
）

み

ぞ
ろ
池
（
洛
北
御
菩

薩
村

）
　の
畔
で
焼
か
れ
た
京
焼
初
期
の
も
の
で
、
今

残
っ
て
い
る
も
の
は
古
清
水
系
の
も
の

や
古
某
田
風

の
も
の
も
あ
る
の
で
、
或
は
清
閑
寺

、

粟

川
辺
で

焼
い

た
も
の
に
「
み

ぞ
ろ
」
　「
御
菩

薩
」

な
ど
の
銘
印
を
押
し
た
も
の
で

な
い

か
と
の
説
も

あ
る
。

古

い
時
代
、
み

ぞ
ろ
池
畔
で
や
き
も
の
を
焼
い
た
こ
と
の

あ

る
の
は
事
実
ら
し
く
恐
ら
く
土
器
風
の

も
の

や
瓦

な
ど

で
あ
り
、
今
残
っ
て
い

る
銘
印
の
も
の
は
古
諮

水
系

の
も
の
に
銘
印
の
み
が
刻
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

今
も
御
菩
薩
池
（

み

ぞ
ろ
い
け
）
附
近
に
焼
物
を

や
い

た
伝
説

が
残
っ

て
い

る
。

修
学
院
焼
と
野
神
焼

後
水
足
院
が
修
学
院

に
別
業
（

お
茶
屋

）
を
造

ら
れ

て
茶

の
湯
の

流
行
し

た
頃
、
宮

庭
御
川
御
茶

道
具
を
其
別
業
内
で
作
ら
せ
た
御
庭
焼
が
、

修

学
院

焼
だ
と
の
こ
と

で

あ
る
。

其
後

水
足
院

が
薨
去

さ
れ
齒
学
院
焼
も
廃
れ
た
後
、
後
西
院
に
よ
っ
て
今

の
左
京
区

雨
中

の
野
神
社
附
近
で
焼
か
れ
た
も
の
が
野
神
焼
で
、
こ
れ
も
前
者
同
様
、

宮
中
の
御
用
窯
と
し
て
御
茶

道
具

を
焼
い

た
も
の

と
い

わ
れ
る
。

前
者
は
延
宝
年
代
（

口
（

七
三
丿

口
（

八
〇
）
、
後
者
は
天
知
年
代
（

口
（

八
一
丿

匸
（

八
三
）
で
仁

清
時
代
と
稍
前
後
し
て
い
る
。
稍

等
堅
緻

な
素
地

に
不

透
明

な
土
灰
釉
を
か
け

た
も
の

の
よ

う
で

あ
る
。

諮
閑
寺
焼
と
音
羽
焼

清
閑
寺
焼

は
古
清

水
と
い

わ
れ

る
も
の
で

仁
諮

の
流
れ
を
汲

ん
だ
も
の
で
「
清
閑
寺
」

或
は
「
京
」

の
銘
印

が
あ

る
。

諮

水
寺
か
ら
清
閑
寺
に
行
く
道
の
路
傍
に
窯
跡

か
お
る
と
い

わ
れ

る
。

音
羽

焼
も
同
系
の
も
の
で
、
共
に
仁
清
風

の
清
雅
な
温
か
い
感
じ
の
も
の
で
あ

る
。
「
音
羽
」

な
る
銘
印

加
押

さ
れ
て
あ
る
。

押
　

ホ
　

路
　

焼

こ
れ
は
仁
清
の
弟
子

が
劍

め
た
窯
と
伝
え
ら
れ

る
。
「
押
小
路
」
の
印

か
お
る
仁
清
風
の
京
焼
で
あ

る
。

押
小

路
附

近
に
窯
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

粟
　
　

田
　
　

焼

粟
田
焼
に
は
作
者
も
沢
山
あ
っ

て
、

た
だ
「
粟

川
」
　
の
銘
の
も
の
、
「
錦
光
山
」
　「
岩
倉
山
」
　「
宝
山
」
　「
蛤

水
山
」

な
ど
の
印

の
あ
る
も
の
等

々
で
、
「
鏥
光

山
」

は

鍵
屋

、
「
岩
倉
山
」
は
総
屋

、
「
宝
山
」

は
茶
碗
屋
と
そ
れ

ぞ
れ
屋
号
も
は
っ
き
り
し

た
系
統

で
あ
る
。

清
　
　

水
　
　

焼

「
清
水
」
な
る
銘
印
の
押
し

た
も
の

が

二
、
三
種
類
あ
っ
て
、
作
品
は
古
清
水
系
の
所
謂
仁
清
風
の
も

の
で

あ
り

、
清

閑
寺
、
音
羽
な
ど
と
似
通
っ
た
も
の
で
あ

る
。

清
水
寺
附
近
、
清
閑
寺
附
近

で
焼

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
も
の
が
京
の
古
窯
と
し

て
仁
波
、

乾
山
以
後
或
は

そ
れ
以

前
の
も
の
も
含
め
て
古
陶
京
焼
と
い

わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

〔

余
　

録
　

３
一

「

京

都

陶

磁

器

沿

革

」

先
年
、
古

書
屐

で
「

京
都
陶
磁
器
沿

革
」
と
い
う
、
和
綴
の
手
写
本
を
入
手
し

た
。

誰
の
所
有
し

た
も
の
で
あ
る
か
、
乂
、
誰

が
誰
の
著
書

を
写
し

た
も
の
か
ら
不
明

で
あ
る
が
、
明

治
三
十

年
頃

に
写
し
た
も
の
で
、
明
治
初
年
頃
の
何

か
の
書
類

か
ら
写
本
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

古
い
と

こ
ろ
は
省

略
し

て
木
米

の
頃

か
ら
再

録
し

て
参
考
に
拱
す
る
。京

都

陶

磁

器

沿

革
　

（
原
文

の
ま

己

（
前

文

省

略
）

木
米
は
青
木
八
十
八

卜
袮

ス
、

因

テ
自
カ
ラ
本
米

卜
号
ス
　

文
歇
年
間
（
距
明

治
三
十
年
八

十
年

前
）
柴
田

二
窯
ヲ
開
牛
陶
業
ヲ
ナ

シ
後
千
清
氷

二
移

ル
、
木
米
人

ト
ナ

リ
高
雅
凡
俗
ヲ
脱

シ

且
ッ
頗

ル
書
ヲ
読

ム
、
幼
少

ヨ
リ
好

ン
デ
古
谷
ヲ
賞
鑒

シ
時

二
或
（

之

レ
ヲ

模
造
ス
、

遂

二
挺
埴

二
志

シ
仁
波

乾
山
等
ノ
先
輩
ヲ
凌
駕

セ
ッ
コ

ト
ヲ

一
五



匸
（

欲

シ
苦
心
焦
砠

シ
古
今
ノ
書
籍
一
宇
ノ
陶
器

二
閇
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
（

録
シ
テ
之

レ
ヲ
験
ス
竜
威
秘
書
載
ス
ル
所
ノ
陶
説
ヲ
見
、
大

二
資

ス
ル
所
ア
リ

私

法
火
度
を
発
明

シ

一
機
軸
ヲ
出
夕

言

局
親
三
高
手
支

那
声

岨

赤
絵
金
襴

手
交
跡

焼
ヲ
蟆
ス
ル

ニ
骨
董
家

卜
雖
モ
弁
ス
ル
事
能
（

サ
リ
ト

シ
云

フ
、

旧
来
和
法
已

二
開

ケ
タ
リ
ト
饋

モ

末

夕

全

卜
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
木
米
出

ツ
ル
ニ
迫

ヒ

ー
人
進
歩
ヲ
ナ

シ
陶
業
上
偉
功
ヲ
奏

セ
リ
、
突
政

五
年
（
距
明

治
三
十
年
七

十
六

年
前
）
青
蓮
院
宮
ノ
龠
ヲ
奉

シ

御
用
窯
ヲ

開

牛
久
紀
州
侯
ノ
為
メ
ニ
其
用
品
ヲ
焼

串
賞
ヲ
受

ク
ル

事
少

ナ
カ
ラ
ス
木
米
曽
テ
絵
圃
ヲ
嗜
ミ
洒
脱
圉
宗
ノ
旨
ヲ
得
山
陽
竹
川
等

上

父
（

リ
文
人
中

二
於
テ
其
ノ
名
頗

ル

高

シ
晩
年

二
陶

説
ヲ
翻
刻

ス
ル
ヤ
山
陽
之

レ
カ
序
ヲ
作
ル
実

二
陶
工
巾

ノ

ー
奇
人
ナ
リ

、

之

レ
ヨ
リ

先
文
化
年
開

二
善
五
郎
丁

全
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
其
祖
先
（

泉
州
堺
ノ
人

于

ビ
ア
善

五
郎
某

卜
云

フ
土
風

炉
ヲ
造
ル

ニ
巧

ミ
ナ
リ
善
五

邸
了
全
（

其
十
世

ノ
孫

二

ビ
ア
土
風
炉

ヲ
造
ル
ノ
余

暇
ヲ
バ
テ
磁
器
ヲ
作
り
和
漢
ノ
古
器
ヲ
杖
造
ス
ル

ニ
甚
夕
精
巧
ナ
リ

久
支

那
永
楽
年
間

二
製

セ
シ
所
ノ
磁
器
金
襴

手
卜
袮
ス
ル
モ
ノ

ニ
基
牛
赤

色
粕
ヲ
施

シ
而

シ
テ
其
上

二
金
粉
ヲ

遐
テ
古
代

彩
紋
ヲ
描

ク
モ
ノ
ア
リ

乂
交
趾
焼
祥
瑞
焼
ヲ
摸

ス
ル
ニ
妙
ナ
リ
紀

州
和

歌
山

悦
之

レ
ヲ
愛
シ
永

楽
ノ
印

ヲ
賜
フ
之
レ
永
楽

ノ
祖
ナ
リ

当
時
和
気
平

吉
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

佐
亭

卜
袮

ス
陶
号

ノ
改

良
二
熱

心
シ
五

条
坂

二
於

テ
百

花
磁
ヲ
進
ル
モ
ノ
稀
ナ
ル
ヲ
バ
テ
之
レ

カ
改
良
盛
大
ヲ
図
り
文
化
九
年
（
距
明

治
三
十
年
八
十
六
年
前
）

門

人
亀
屋

熊
吉
ヲ

シ
テ
各
地
ノ
窯
ヲ
歴
頤

シ
以
テ
磁
器
ノ
蘊
奥
ヲ
研
究

セ
シ
ム
遂
二
肥
前

有
川
二
於

テ
其

秘
法
ヲ
得
テ
帰
ル
是

二
於
テ
五
条
清

水
ノ
磁
器
製
造
法
大

二
進
歩
ス
ル
所
ア
リ
乂

金
襴

彩
川

ノ
器
ヲ
造
ル
ニ
妙
ヲ
極
メ
好
評
ヲ
愽

セ
リ

之
レ
ヨ
リ
先
尾
形

周
平
ナ

ル
モ
ノ
ア
リ

仁
阿
弥

ノ
弟
ニ
シ
テ

当
時
陶
器

二
施

ス
金
銀
彩
圉
ノ
法
未

夕
完
全
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
嘆

シ
常

二
其
法
ヲ
研
究

シ
大

二
得

ル
所
ア
リ
世

二
抻
益
ス
ル
少

ナ
カ
ラ
ス

天
保
年
開
（

距
明
治
三
十
年
六

十
八

年
前
）

六
代
帯
山
与
兵
術
旧
来
ノ
両
様
ヲ
改
良

シ
人
物
舞
楽

等
ヲ
写

シ
乂
瑠

璃
色

唐
草
浮

模
様
ヲ
製
ス
乂
柴
田

二
芙
山
ナ
ル

モ
ノ

ア
リ
陶
画

二
妙
ナ
リ

始

メ
テ
有
職
皮

杖
様
及
能

楽
人
形

等
ヲ
描
ク
天

保
年
中
三
代

高
橋
道
八
（

籠
形

ノ
諸
器
ヲ
製

シ
亦
百

花
磁
白
抜
画
和
上
和
下

二
浅
深

ノ
ボ
カ
シ
㈲
ヲ

発
明

ス

文
久
年
間
幹
山
伝
七

ナ
ル
モ
ノ
足
張
国
瀬
戸
ヨ
リ
来
り

清
水

二
於
テ
円
窯
ヲ
築
造

ス
之

レ
（

当
時
東
京

二
於

テ
外
国
貴

賓
接

待
所

二
使
用

ス
ル
飲
食
器
製
造
ノ
為

メ
従

来

ノ
窯
ニ
テ
（

小

テ

ビ
ア
不
便
ナ

ル
ヲ
遐
テ
ナ
リ

ト
蓋

シ
京

都
二
於
ケ
ル
円

窯
ノ
嚆
矢

ナ
リ

且
磁
器
ノ
形
大
ナ

ル
モ
ノ
ヲ
造

ル
モ
創
始
ナ
リ
ト

久
磁

器

二
墨
画

ヲ
付
ス
ル

事
ヲ
発
明

ス
爾
来

｝
般

二
陶
エ
（

専
ラ
固
有
ノ
芙
術
的
観
念
ヲ
以
テ
本
業
ノ
改
良
発
達
ヲ
謀
り
就
中
火
政
ノ
来
年

三
至
り

益
々
其

績
巧
ヲ
極
メ
京
焼
ノ
名
声
ヲ
発
輝

セ
リ

降

テ
明

治
五
年

三
至
り
錦
光
山
京
兵
術

柚
山
与

兵
衛

等
（

人

二
販
路
ヲ

海
外

二
試
ミ
ン
ト
欲
シ
先
ツ
素
地
ヲ
焼
串
錦
雲
軒
之

レ
ニ
彩
川
ヲ
ナ

シ
神
戸
港
ナ
ル
外
国
商
館

‘‐－
‐－
－
・‐
‐

无
至
り
試
売
ヲ
ナ
ス
之

レ
京

都
二
於
ケ
ル
海
外

二
販
路
ヲ
闘
牛
タ
ル
始
祖
ト
ス

其
後
外
人

サ
ツ
タ
ン
ナ

ル
モ
ノ
錦
光
山
へ
来
り
直
接
注
文
ア
リ

シ
ョ
リ
花
瓶
水
指
香
炉
等

斐
川
陶
品
ノ

販
路
大

二
拡
り
今
日

二
至

ツ
テ
（

巨
額
ノ
愉
出
ヲ
兄
ル
ニ
至
リ
タ
リ

斯

ク
輸
出
額
（

年

々
増
加
ス
ル
ト
今
時

二
製
品
ノ
技
術
著

シ
ク
進
歩
ヲ
ナ

シ
タ
リ
ト
雖

モ
乂

齟

果
菜
田
焼
特
風

ノ
画

様
（

幾
分

力
減
少

シ
タ
ル
モ
ノ
ノ

如

シ
明
治
三
年
「
コ

バ
ル
ト
」
ノ

輸
入

ア
リ
テ
ョ
リ
以
来
明
治
九
年
西

洋
絵
具
ノ

使
用
ヲ
創
メ
特
色
ノ

ー

様

ヲ
見

ル
ニ
至
レ
リ

ーー
＝－
－
‐‐

明
治
三
年
十
二
月
京
都
府
勧
業
場

内
二
舎
密

局
ヲ
創
立
シ
独

逸
人

ド
ク
ト
ル
、
ワ
グ
ネ
ル
ヲ
雇
鵬

シ
専
ラ

理
化

学
ヲ
教
校
シ
巧

芸
ヲ
実
地

二
旄

シ
開
物
成
務
利
用
厚
生

ヲ
以
テ

立
隕
ト
ス
明
治
十
二
年
十
二
月
琺
瑯

陶
器
ノ
顔
料
製
窯
ヲ
起
シ
仝
年
陶
窯
ヲ
築
牛
大

二
陶
磁
ノ
発
達

ヲ
助

ク
之

レ
ヨ
リ

先
輪
出
漸
次
盛
大
ト
ナ
ル

ニ
従

ヒ
明
治
六

七
年
頃

ヨ
リ
清
水
五
条
坂

二
於

果
粟

山
焼

素
地

ヲ
焼
牛
始

メ
爾

来
今

二
至
ル
益
盛
況
ナ
リ

明

治
十

六
年
四
月

京
都
府
布
達

二
拮

串
同
業
組
合
ヲ
設

ク
明
治
十
八
年
四
月
同

某
組
合
準
則
ヲ
発
布

シ
同
十
九
年
更

メ
テ
京

都
府
ヲ
乾
坤

荷
艮

ノ
四
組
合

二
分
子
五
条
清
水

ヲ
以
テ
巽

組
合

二
図

シ
柴

川
囗
ヲ
バ
テ
艮

組
合

ト

シ

之

レ
カ
改
良
発
達

ヲ
図

ル
巽
組
合

ノ
如

手
（

五
条
通
東

五
丁
目

二
陶
磁

器
蒐
集
場

ヲ
創
設

シ
諸
詢
磁
器
ノ
標
本
ヲ
陳
列

シ
テ
衆
庶
ノ
縦
覧

二
備

へ
世
人

ノ
便
宣
二
惧

シ

乂
明
治
廿
二
年
十
月
翌
廿

三
年
九
月
ノ
ニ

回

二
組
合
品
評
会
ヲ
開
設

シ
テ
大

二
事
業

ノ
発
達
技

術
ノ
進
歩
ヲ
促
シ
タ
リ

明
治
廿
五
年
七
月

府
令
ヲ
見
シ
テ
同

業
組
合
取
締
規
則
ヲ
制
ス
明
治
行
七
年

且
艮
ノ
組
合
ヲ
廱

シ
良
ラ

ニ
京

都
市

陶
磁

器
商
工

組
合

ヲ
組
織
ス

明
治
廿
九
年
改
正
ヲ
加
へ
伊
東
陶
山

ヲ
頭

立
二
挙
ケ
バ
テ
同
業

者
間

二
於
ケ
ル
宿
弊
ヲ
矯
正

シ
且
ツ
職

工
従
来
ノ
悪
習
慣
ヲ
艾
除

ス
ル
等
人

二
面
目

ヲ

ー
新
セ
リ

乂

明
治
十
八
年

二
京
都
陶
器
会
社
ノ

創
立
ア
リ

有
名

ナ
ル
仏
蘭
西
「

リ
モ
ー
ジ
ュ
」

ノ
「
フ
ォ

ー
ル
」
会
社

ヨ
リ
製
陶
器

械
ヲ
縦
入

シ
製
品

ノ
改
良
販
路
ノ
拡
張
ヲ
謀

レ
リ
明
治
廿

六
年
四

月
当
時
荷
組
合

組
長
ナ

ル

并
上
松

兵
衛
（

陶
磁
業

者
タ
ル
モ
ノ
原
料
産
地
ヲ
知
ラ

ス
単

二
大
坂
戌
（

京

都
商
賈

ノ
手
ヲ
経
テ
供
給
セ
ラ
ル
ヽ
力
故
に

奸
商
輩
ノ
タ
メ
意
外
ノ
損
失
ヲ
被

ル
事

ア
ル
ヲ

嘆
シ
奮
発

シ
自

費
ヲ
投
シ
原
料

産
出
地
タ
ル
肥

後
天

草

二
至
り

其
所
有
主
上
田
松

彦
ナ

ル
モ
ノ
ニ
就
串
一
定
ノ
価
格
及
永

遠
直
接

于
取
引
ス
ル
ノ
特
約
ヲ
ナ

シ
タ
ル
ヨ
リ
爾
来
大

二
同
業
者

ノ
利

益
ヲ
得
且
ツ
随
テ
事
業
ノ
発
巡
ヲ
助
ケ
タ
リ

明

治
廿
六
年
九
月
清
風
与
平
帝

室
技
芸
且

ヲ
命
セ
ラ
レ
同
廿

八
年

三
月

緑
綬
章
ヲ
下

賜

セ
ラ
ル
実

二
之

レ
京
都
陶
磁
業
者

ノ
名
言
ナ
リ

ト
ス

明

治
廿
九
年
当
業
者
ノ
建
議
ヲ
容

レ
市

費
ヲ
以
テ

陶
磁

器
試

験
場

ヲ
五
条
二
創
設

シ
藤
江
永
孝
ヲ
肘

シ
テ
所
長
ト

シ

製
品
（

学

理
ヲ
応
用

シ
図
案
（

意
匠

ヲ
凝
ラ

シ
バ

テ
嗜
好

三
意
セ
ン
事
ヲ
期

シ
現

二
本
業
ノ

進
歩

発
達
ヲ
謀
レ
リ

一
七



一
八

此
レ
ニ
丙
テ
之
ヲ
惱
レ
（

京
都
市
二
於

ケ
ル
陶
殖
ノ
業
（

今

ヲ
距

ル
事

殆
ン
ト

ー
千
百

七
十
余
年
前
即
チ
神
几
年
間
其
端

緒
ヲ
闇

市

水
正
ヨ
リ

天

正
年
開
稍

々
改
良
進

歩
ノ
実
ヲ
顕
（

泉
爾
後
寛
永
元
禄

ヨ
リ
文
政
時
代
二
於
ケ
ル
名
エ

ノ

意
匠

ヲ
経
テ

遂
二
現
今

ノ
発
達
ヲ
見
ル

无
至
り

タ
リ

（

終
）

〔

余
　

録
　

４

〕

京

の

陶

器

「

ま

つ

り

」

と

三

名

陶

工

佰

水
寺
の
平

目
詣
、
か
た
ど
寺
、
六
道
さ
ん
、

な
ど
で
有
名
な
松
原
通
東
大

路
西

の
珍
皇
寺
の
精
霊
詣
り
の
あ

る
八
月
十
日
を
中

心
に
京

の
陶

器
祭

が
吉

例
と
し

て
毎

年
行
わ
れ
る
。
京
の
陶
器
足
さ
ん
の
一
年
中
の
蔵
さ
ら
え

と
し

て
昔

か
ら

都
人
士

の
関
心
を
そ
そ
る
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
頃
は
他

の
産
地

か
ら

も
参
加
し

て
、

陶
器
市

は

益
々
盛
と
な
っ
た
。

数
年

前
か
ら
五
条
坂

の
若

宮
八

幡
宮
が

陶
器
屋
街

の
ま
ん
中

に
あ
る
の

を
縁
に
、

こ
こ
に
椎

根
津
彦
命
を
合
祀
し
て
陶
器
祭
の
祭
神
と
あ

が
め

た
の
で
あ

る
。
椎
根
津

彦
命
は
神
武
天

皇
の
御

世
の
功
臣

で
帝
の
東
征
に
従
い
、

天

皇
の
霊
夢
に
よ
り
天
香
具
山

の
土

を
収
り

、
天
平

甍
（

あ
め
の
い
ら
か
）
を
作
っ
で
神
祇
を
祭
り
、

賊
を
退

治
し

た
功
に
よ
り

倭
国

造
と
な
っ
た
人
士
古
史
に
あ
り
、
大
分
県
海
部
郡
佐
賀
閣
下
浦
に
あ
る
椎
根
津
彦

神
社

が
命
を
祀

る
本
社
で
あ
る
。

若
宮
八
幡
宮
は
、
往
古

さ
め
う
し
八

幡
と
い
っ
て
六
条
佐
女
牛
に
あ
っ
た
の
を
、
慶
長
の
初
め
豊
太
閣
の
命
で
今
の
地
に
遷
り
、

頼
朝
の
時
代
に
は
荘
厳
な
社
殿
が
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
祭
神
は
応
神
、
神
功
、
仲
哀
、
仲
恭
の
四

神
で

あ
る
。

さ
て
、

京
の
陶
器
祭

が
こ
れ

等
の
神
々
に
よ

っ
て
色
ど
ら
れ
る
こ
と
も
よ
い
が
、
今

の
御
時
世
に
は
何
と
な
く
縁
遠
く
考
え
ら
れ
、
今

一
口
身
近
か
に
吾
等
の
目
指
す

燈
明
か
は
し

い
気
が
す

る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
鏝
近
業
者

の
間
に
京
焼
の
開
祖
と
し

て
仁
清
、

乾
山

、
木

米
を
礼
ろ
う
で
は
な
い
か
と
の
議

が
持
あ

が
〇
、
八

幡
宮

の
境

内
に
一
耐
を
建
て
て
こ
の
京
の
三
名
陶
工
を
御
礼
０

し
て
荅

等
の
守
本
尊
に
し
よ
う
と

い
う

の
で

あ
る
。

ま
こ
と
に
意
義
あ
る
発
案
で
あ
る
。

仁
清
、
佐
山
、
本
米

、
に
就
い
て
は
、
其
作
品
に
よ
っ
て
万

人

が
既
に
知
り
抜
い
た
京
の
名
陶
工
で

、

既
に
今

を
去
る
卅

年
前
、
大
正
十
年
に
故
松
風
嘉
定
翁

が
主
唱

し

て
、

こ
の
三
名
陶
工

壱
迫
慕
記
念
す
る
洛
陶
会
の
大
茶
会
を
東
山
の
朧
に
展
開
し
、

時

の
風

流
名
士

を
全
国

的
に
集
め
て
豊
公
北
野
大
茶
会
以
来
の
茶
筵
と
推
奨

さ
れ

た
記
念
事
業
も
あ
っ
て
、
其
時
に

、
仁

佶
、
佐
山
二
名
士

の
記
念

碑
は
清

水
寺
境
内
（
音
羽
滝
の
圉
）
に
、
本
米
の
記
念
碑
は
柴
川
青
荳
院

の
境
内

に
建
て
ら
れ
、

三
人
の

肖

崔
も
青
荳
院
に
礼
ら
れ
て
あ
る
く
ら
い
で
、
今
更
功
績
を
喋

々
す

る
迄
も
な
い
の
で

あ
る
。

こ
の
三
名
陶
工

が
若
宮
八
幡
宮

の
境
内
に
礼
ら
れ
京
焼
の
陶
徂
と
し

て
、

全国から約700軒の店を集めて （昭和36年）服 う 陶 器 祭

一
九
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